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写真：トンガ駐在大使　南郷小学校訪問
      （関連ページ3ページ）
写真：トンガ駐在大使　南郷小学校訪問
      （関連ページ3ページ）
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
２
月
３
日
（
日
）
、
教
育
委
員
会
主
催

に
よ
る
「
黒
潮
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
小
学
１
年
生
か
ら

８４
才
ま

で
の
総
勢

９７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
畦
地
和
也
教
育
長
よ

り
、「
昨
日
の
自
分
の
記
録
よ
り
い
い

結
果
が
出
る
よ
う
に
、
意
識
し
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
小
学
生
の
部
よ
り
順
に
ス
タ

ー
ト
し
、
参
加
者
は
寒
さ
に
負
け
ず
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
競
技
後
、
中
学
生
〜

３４
才
男
子
の
部

で
２
位
に
入
賞
し
た
大
方
中
学
校
２
年

生
の
長
闢
海
弥
さ
ん
は
「
風
が
あ
り
走

り
に
く
か
っ
た
が
、
去
年
よ
り
も
記
録

が
上
が
り
良
か
っ
た
。
来
年
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▼
小
学
１
・
２
年
生
の
部
／
１
・
５
㎞

【
男
子
】

①
植
木
環
一
（
６
分

２２
秒
）
①
岡
闢
鉄
併

（
６
分

２２
秒
）
③
武
内
颯
汰
（
６
分

２６
秒
）

【
女
子
】

①
弘
田
心
（
６
分

５９
秒
）
②
田
中
絵
里
菜

（
７
分

０４
秒
）
③
横
井
花
音
（
７
分

１８
秒
）

▼
小
学
３
・
４
年
生
の
部
／
２
・
０
㎞

【
男
子
】

①
野
村
駿
乃
介
（
８
分

０２
秒
）
②
村
上
潤

弥
（
８
分

０９
秒
）
③
澤
田
敏
（
８
分

１７
秒
）

【
女
子
】

①
有
光
菜
穂
子
（
８
分

０９
秒
）
②
桑
原
海

夕
（
８
分

２５
秒
）
③
伊
賀
咲
来
（
８
分

４５

秒
）

▼
小
学
５
・
６
年
生
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
西
内
祐
仁
（

１１
分

０３
秒
）
②
山
下
夏
輝

（
１１
分

２８
秒
）
③
池
田
大
樹
（

１１
分

３４
秒
）

【
女
子
】

①
久
保
真
梨
夏（

１１
分

５０
秒
）②
有
光
菜
々

子
（

１２
分

５９
秒
）
③
村
上
陽
花
（

１３
分

１７

秒
）

▼
中
学
生
〜

３４
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
田
中
智
也
（
９
分

２６
秒
）
②
長
闢
海
弥

（
９
分

２９
秒
）
③
田
辺
真
咲
（

１０
分

０５
秒
）

【
女
子
】

①
松
田
夢
叶
（

１１
分

５５
秒
）
②
藤
原
奈
々

（
１１
分

５７
秒
）
③
早
川
来
夢
（

１２
分

４７
秒
）

▼
３５
才
〜

５９
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
松
本
広
一
（

１２
分

４７
秒
）

▼
６０
才
以
上
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
塩
田
充
幸
（

１２
分

１８
秒
）
②
中
村
和
廣

（
１２
分

２４
秒
）
③
野
村
則
男
（

１２
分

４１
秒
）

【
女
子
】

①
植
田
節
美
（

１９
分

３７
秒
）
②
酒
井
澄
子

（
２６
分

１４
秒
）
 

▼
中
学
生
〜

３４
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
岡
闢
悠
真
（

２８
分

３２
秒
）

▼
３５
才
〜

５９
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
岡
闢
伸
一
（

２７
分

５７
秒
）
②
宮
上
昌
人

（
２９
分

５９
秒
）
③
饌
田
道
伸
（

３４
分

４７
秒
）

第
13
回
黒
潮
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会海辺の道を走るランナー

マラソン大会の様子

ひ
ろ

や
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在
ト
ン
ガ
王
国
日
本
国
大
使
館
の
石

井
哲
也
特
命
全
権
大
使
（
以
下
、
石
井

大
使
）
が
黒
潮
町
を
訪
問
し
、
２
月
５

日
（
火
）
に
南
郷
小
学
校
の
全
校
児
童
を

対
象
に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
一
昨
年
の
「
世
界

津
波
の
日
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ
黒
潮
」

や
、
昨
年
よ
り
婦
人
連
合
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
を
中
心
に
始
動
し
た
「
ラ
ン
ド

セ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
ト
ン

ガ
と
の
つ
な
が
り
が
き
っ
か
け
で
実
現

し
た
も
の
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
の
記
念
碑
が
あ
る
大
方

あ
か
つ
き
館
や
砂
浜
美
術
館
、
佐
賀
地

区
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
南
郷
小
学
校
の
４
年

生
か
ら
黒
潮
町
の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、

石
井
大
使
が
日
本
と
ト
ン
ガ
の
つ
な
が

り
や
大
使
の
仕
事
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。

　
講
演
を
聞

い
た
児
童
は
、

気
に
な
っ
た
こ

と
を
質
問
し

た
り
、
感

想

を
発
表
し
ま

し
た
。

　
１
月
２７
日
（
日
）
、
２８
日
（
月
）
に
本
庁

３
階
大
会
議
室
に
て
、
茨
城
県
大
洗
町

と
黒
潮
町
の
交
流
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
、

１
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
４７
人
、
２

日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
３１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
勉
強
会
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
茨
城
県
大
洗
町
と
、
今

後
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
被
災
す
る
可
能

性
の
あ
る
黒
潮
町
、
そ
れ
ぞ
れ
が
経
験

と
課
題
を
議
論
す
る
場
と
し
て
設
け
ら

れ
、
第
１
回
目
は
昨
年
５
月
に
大
洗
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
午
前
中
、
黒
潮
町
役
場
の

担
当
職
員
が
大
洗
町
な
ど
か
ら
の
参
加

者
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
を
案
内
し

た
後
、
午
後
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
、
黒
潮
町
か
ら
は
防
災
の
取

組
や
活
動
に
つ
い
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
洗
町
か
ら
は
、
実
際
の
被
災
体
験
や
、

被
災
後
の
町
の
様
子
を
写
真
を
交
え
な

が
ら
、「
ま
ず
命
が
助
か
る
こ
と
、
全

て
は
そ
れ
か
ら
」
と
災
害
を
乗
り
越
え

た
か
ら
こ
そ
伝
え
た
い
思
い
を
熱
く
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
復
興
や

ま
ち
づ
く
り
、
海
岸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
後

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
代
表
者
に
よ
り

観
光
と
防
災
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
防
災
ゲ
ー
ム
「
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

形
式
の
防
災
教
材
で
、
正
解
の
な
い
質

問
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
、「
Ｙ

Ｅ
Ｓ
」
か
「
Ｎ
Ｏ
」
の
カ
ー
ド
を
選
び
、

意
見
交
換
す
る
と
い
う
も
の
。
参
加
者

は
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
黒
潮
町
編
の

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
質
問
を
作
成
し
意
見
を

交
わ
す
こ
と
で
、
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
大
洗
観
光
協
会
の
大

里
明
会
長
は
、「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

見
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
避
難
訓
練

な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
て
、
黒
潮

町
の
人
は
意
識
が
高
い
と
思
っ
た
。
大

洗
町
は
被
災
し
、
地
震
前
と
後
で
変
わ

っ
た
こ
と

も
あ
る
が
、

芽
吹
く
も

の
も
あ
っ

た
」
と
前

向
き
に
経

験
を
話
し

ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
（
以
下
、
砂
浜

美
術
館
）
が
昨
年
１２
月
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
に
四
国
で
初
め

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
は
、
戦
略
の
策

定
や
実
施
の
調
整
な
ど
、
観
光
に
よ
る

地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
を
担
う
法
人

の
こ
と
。
砂
浜
美
術
館
は
、
平
成
２８
年

８
月
に
市
町
村
単
位
で
観
光
地
域
づ
く

り
を
行
う
「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
候
補
法

人
と
し
て
登
録
さ
れ
、
こ
の
程
、
登
録

法
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
２５
日
（
金
）
に
は
、
黒
潮
町
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
観
光
庁
観
光
地
域

振
興
課
長
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
機
構
代
表
理

事
を
招
き
、
関
係
者
ら
約
５０
人
に
よ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
砂
浜
美
術
館
は
、
地
域
の
多
様

な
関
係
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
同
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
町
と
連
携
し
、
観
光
に

よ
る
ま
ち

づ
く
り
に

一
層
力
を

入
れ
て
取

り
組
ん
で

い
く
こ
と

と
な
り
ま

す
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

砂
浜
美
術
館
が
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ

第
２
回 

被
災
地
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ
と
未
災
地

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
の
交
流
勉
強
会

講演を行う石井大使

大洗町による講演

観光ネットワーク・森田俊彦会長による挨拶

ト
ン
ガ
王
国
大
使
が
小
学
生
に
講
演
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日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｊ
Ｆ

Ｌ
）所
属
の
「
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
」

が
２
月
７
日
（
木
）
、
今
シ
ー
ズ
ン
初
の

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
黒
潮
町
を
訪
れ
、

歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
大
西
勝
也
町
長
よ
り
「
今

シ
ー
ズ
ン
を
勝
ち
切
り
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
プ
に

し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

同
Ｆ
Ｃ
の
望
月
達
也
監
督
か
ら
は
、「
今

シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
リ
ー
グ
に
上
が
る
勝
負

の
年
。
シ
ー
ズ
ン
後
い
い
報
告
が
で
き

る
よ
う
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る

い
い
キ
ャ
ン
プ
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

　
青
森
県
で
は
こ
の
時
期
、
雪
な
ど
の

影
響
で
外
で
練
習
が
で
き
な
い
そ
う
で
、

式
典
後
、
選
手
は
今
年
初
と
な
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン

プ
は
２
月

１２
日
（
火
）

ま
で
行
わ

れ
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

に
励
み
ま

し
た
。

　
人
権
ま
つ
り
が
佐
賀
・
大
方
地
域
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第

３０
回
目
と
な
る
「
横
浜
解
放
ま
つ

り
」
は
、
１
月

２６
日
（
土
）
、「
解
放
運
動

の
熱
と
光
を
未
来
へ
」
の
テ
ー
マ
で
佐

賀
町
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
は
、
開
会
式
典
の
後
、
比

留
間
光
悦
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
「
夢

の
線
路
は
ど
こ
ま
で
も
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
比
留
間
さ
ん
の
体
験
談
を
交
え
な

が
ら
ギ
タ
ー
や
ピ
ア
ノ
に
よ
る
弾
き
語

り
が
披
露
さ
れ
、
観
客
も
一
緒
に
歌
っ

た
り
、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
し
た
り
し
、

会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
講

演
後
、
比
留
間
さ
ん
は
「
佐
賀
の
人
の

温
か
さ
と
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
感

じ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
佐
賀
保
育
所
の
園
児
に
よ

る
発
表
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
佐
賀

中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る

演
奏
、
小
中

学
生
に
よ
る

人
権
作
文
の

発
表
、
和
太

鼓
・
コ
ー
ラ

ス
な
ど
の
演

奏
が
あ
り
ま

し
た
。

　
大
方
地

域
で
は
、

２
月
２
日

（
土
）
、「
大

方
人
権
ま

つ
り
」
が

ふ
る
さ
と

総
合
セ
ン

タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の

テ
ー
マ
は
、

「
未
来
〜

笑
顔
の
花

〜
」
。
大
方
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
か
ら
午
前
の
部
が
始
ま
り
、
小
中

学
生
の
人
権
作
文
の
発
表
や
、
大
方
中

央
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
歌
と
踊
り
、

浜
松
解
放
子
ど
も
会
の
活
動
紹
介
な
ど

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
は
、
徳
島
県
を
拠
点
に
音

楽
活
動
を
す
る
男
性
２
人
組
ユ
ニ
ッ
ト
・

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
「
音
楽

の
力
〜
み
ん
な
で
繋
げ
よ
う
明
日
へ
！
」

と
題
し
た
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

二
人
が
感
じ
た
絆
や
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
音
楽
に
、
観
客
も
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

式典で挨拶をする望月監督

比留間さんによる記念講演の様子

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
が
キ
ャ
ン
プ
に

人
権
ま
つ
り
開
催

ひ

る

ま

こ
う

え
つ

ヒ
 
 

ル

ス

ト

ー

ン

　
１
月

３１
日
（
木
）
、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
体
育
館
に
て
、「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
で
遊
ぼ
う
」
が
開
催
さ
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
や
福
祉
施
設
か
ら
約

４０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
と
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
円
盤
を
投
げ
る
ス
ポ

ー
ツ
の
こ
と
。
取
り
組
み
や
す
さ
か
ら
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
正
式
競

技
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
、「
年
齢
や
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
広

め
た
い
」
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
高
知
県
障
害
者
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
の
大
石
雅
省
さ
ん

か
ら
、
投
げ
方
や
受
け
方
に
つ
い
て
教

わ
っ
た
後
ペ
ア
と
な
り
、
実
際
に
デ
ィ

ス
ク
を
投
げ
あ
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
駒
進
さ
ん
は
、「
ま
っ

す
ぐ
飛
ば
す
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
体

を
動
か
し
て
楽
し
め
た
。
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
同
イ
ベ
ン

ト
は
２
月
９
日（
土
）

に
も
開
催
さ
れ
、

約
５０
人
が
楽
し
み

ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で
遊
ぼ
うディスクを投げあう参加者

ま
さ

み
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農
業
委
員
会
は
、
女
性
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
小
学
生
を
対
象
に
地
産
地

消
の
料
理
作
り
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
１２
月
１７
日
（
月
）
に
佐
賀
小

学
校
４
〜
６
年
生
に
よ
り
１８
・
５
ｍ
、

１２
月
１８
日
（
火
）
に
拳
ノ
川
小
学
校
全
校

児
童
に
よ
り
１２
ｍ
、
１
月
１５
日
（
火
）
に

伊
与
喜
小
学
校
全
校
児
童
に
よ
り
１１
・

４
ｍ
の
長
巻
寿
司
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
ら
は
女
性
委
員
や
Ｊ
Ａ
高

知
は
た
女
性
部
（
Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
）

の
町
内
部
員
の
指
導
の
も
と
、
サ
ラ
ダ
、

豚
汁
、
デ
ザ
ー
ト
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
茶

巾
絞
り
を
作
り
、
で
き
あ
が
る
と
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
の
金
子
孝
子
さ
ん
は
「
一

つ
の
料
理
を
協
力
し
て
作
る
楽
し
さ
と
、

町
産
食
材
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
来
年
度

は
、
南
郷
・

田
ノ
口
・

三
浦
小
学

校
で
の
開

催
を
予
定

し
て
い
ま

す
。（
農
業

委
員
会
）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

小
学
生
が
長
巻
寿
司
作
り
に
挑
戦

高
知
大
・
地
域
協
働
学
部 

蜷
川
へ
の
思
い

　
浜
町
地
区
在
住
の
浜
町
三
男
さ
ん
宅

の
畑
で
、
１
月
１６
日
（
水
）
、
珍
し
い
形

の
ダ
イ
コ
ン
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
の
は
、
横
に
大
き
く
な

り
、
７
つ
に
分
か
れ
て
根
が
生
え
た
も

の
。
昨
年
７

月
頃
に
植
え

ら
れ
、
台
風

や
夏
の
暑
さ

を
乗
り
越
え

て
よ
う
や
く

収
穫
さ
れ
ま

し
た
。

　
長
年
家
庭

用
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
浜
町
さ
ん
で

す
が
、
今
回
の
よ
う
な
ダ
イ
コ
ン
は
初

め
て
収
穫
し
た
と
の
こ
と
。
近
所
の
方

と
も
驚
き
と
喜
び
を
共
有
し
た
そ
う
で

す
。
浜
町
さ
ん
夫
婦
は
、「
ス
ッ
と
抜

け
た
の
で
こ
ん
な
形
だ
と
初
め
は
気
付

か
な
か
っ
た
。
食
べ
る
分
は
ほ
か
に
も

収
穫
し
た
も

の
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
は

飾
っ
て
お
こ

う
か
な
」
と

笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

収穫された大根

大根を手に笑顔の浜町さん

７
本
足
の
ダ
イ
コ
ン
収
穫

　
２
月
１１
日
（
月
）
、
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
で
あ
い
の
里
蜷
川
に
て
高
知
大
学
地

域
協
働
学
部
の
学
生
に
よ
る
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、
約
５０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
同
学
部
の
学
生
が

課
外
授
業
の
一
環
と
し
て
蜷
川
地
区
に

入
り
、
３
年
間
地
域
の
人
と
活
動
し
た

こ
と
や
、
学
ん
だ
こ
と
、
感
謝
の
思
い

を
伝
え
た
い
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
蜷
川
地
区
の
美
し
い
景
色

や
今
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
が
映
像

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
学
生
か

ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
や
、
企
画
・

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
感
じ
た

こ
と
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
金
子
貴
博
区
長
が
「
イ
ベ

ン
ト
前
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
、

地
域
の
た
め
に
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表

し
た
　
川
あ
ず
さ
さ
ん
は
、「
地
域
の

人
に
優
し
く
し
て
も
ら
い
、
大
き
な
こ

と
を
や
り
通
せ
た
。
第
２
の
ふ
る
さ
と

と
な
っ
た
蜷
川
に
ま
た
遊
び
に
来
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
会
場
に

は
学
生
が
撮
影
し
た
写

真
や
、
蜷
川
小
学
校
の

卒
業
生
の
写
真
も
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

「春恋」参加者募集
　春は出会いの季節。パークゴルフと食事会を通
して、新しい出会いを見つけてみませんか。現在
イベント参加者を募集しています。イベント詳細
や応募条件・方法などはＨＰよりご確認ください。

日　　時／3月16日（土）　午後2時～午後7時頃
応募締切／3月9日（土）
http://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/kikaku-osirase/１６１０

○お問い合わせ
　本庁 企画調整室 企画振興係　蕁43－2177

有料広告

や
な

が
わ
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な
が
ー
い
な
が
ー
い
巻
寿
司
つ
く
り

　
３
年
ぶ
り
に
長
巻
寿
司

づ
く
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
ご
飯
を
丸
め

る
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

手
袋
を
し
て
、
ご
は
ん
を

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
よ
り
も
少

し
大
き
い
く
ら
い
に
に
ぎ

っ
て
丸
め
ま
し
た
。
大
き
い
の
で
手
か
ら
あ
ふ

れ
て
落
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
下
級
生
は
、

野
菜
を
切
っ
た
り
、
サ
ラ
ダ
を
作
っ
た
り
、
お

い
も
を
丸
め
た
り
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
長
巻
寿
司
の
具
は
、
玉
子
、
ご
ぼ
う
、
カ
ニ

カ
マ
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、
き
ゅ
う
り
、
ニ
ン
ジ
ン

な
ど
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
色
も
き
れ
い
で

し
た
。

　
み
ん
な
の
準
備
が
で
き
て
、
長
机
の
前
に
一

列
に
並
び
ま
し
た
。「
せ
ー
の
っ
」
の
か
け
声
で

い
っ
せ
い
に
巻
き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
な
ん
と
か
う
ま
く
巻
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
長
さ
を
測
っ
て
も
ら
う
と
、

１１
メ
ー
ト
ル

４０

セ
ン
チ
あ
り
ま
し
た
。
一
口
で
は
入
り
き
ら
な

い
ほ
ど
の
太
い

巻
寿
司
は
、
と

て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

（
伊
与
喜
小
学
校
　
６
年
　
桜
木
　
杏
奈
）

人
権
教
育
参
観
日
に
つ
い
て

　
１
月

２７
日
は
人
権
教
育
参
観
日
で
し
た
。
５

時
間
目
の
授
業
の
時
、
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

権
利
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
他
の
人
と
考
え
が
違
っ
た
の
で
、
意
見
を

な
か
な
か
ま
と
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

ど
れ
も
生
き
て
い
く
中
で
、
必
要
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
次
に
、
人
権
作
文
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

１
か
ら
６
年
生
ま
で
の
代
表
者
が
人
権
作
文
を

読
み
ま
し
た
。
み
ん
な
が
人
権
に
つ
い
て
よ
く

考
え
て
書
け
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
人
権
ラ
イ
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。
ジ

ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
の
方
が
自
分
の
体
験
を
語
っ

て
く
れ
た
り
、
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。
特
に
最
後
の
歌
は
心
に
す
ご
く
残
り
ま
し

た
。
自
分
の
心
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
よ
う
な

優
し
い
歌
で
し
た
。
話
も
す
ご
く
い
い
話
で
、

不
登
校
だ
っ
た
過
去
の
話
や
命
の
話
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
自
分

の
周
り
に
き
ず
つ
い

て
い
る
人
や
悲
し
ん

で
い
る
人
が
い
な
い
か
、

考
え
な
が
ら
、
人
を

大
事
に
生
活
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
入
野
小
学
校
　
５
年
　
濱
田
　
珠
那
）

あ
ん

な

さ
く
ら

ぎ

紙
す
き
で
卒
業
証
書
を

 
１
月

１５
日
に
、
橘
川
の
若
山
こ
う
ぞ
作
業
所

で
紙
す
き
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
う
ぞ
の
木
の

皮
で
卒
業
証
書
に
す
る
紙
を
作
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
１
人
１
本
ず
つ
こ
う
ぞ
の
皮
を
は

ぎ
ま
し
た
。
次
に
、
男
子
は
皮
の
外
側
の
茶
色

い
所
を
は
ぎ
ま
し
た
。
女
子
は
、
は
が
し
た
後

の
白
い
方
の
チ
リ
を
取
り
除
い
て
い
ま
し
た
。

力
を
入
れ
て
ほ
う
丁
み
た
い
な
刃
物
で
、
皮
を

は
ぐ
の
で
、
３
、
４
枚
で
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
分
の
分
を
全
部
し
て
、
女
子
と
交
た
い

し
ま
し
た
。
チ
リ
を
取
り
除
く
の
も
、
残
さ
ず

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
紙
す
き
を
し
ま
し
た
。
順

番
に
１
人
３
枚
ず
つ
紙
を
す
き
ま
し
た
。
初
め

の
２
枚
は
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
す
い
て
、
３
枚

目
は
１
人
で
す
き
ま
し
た
。
水
平
に
し
て
水
を

切
る
の
も
１
人
で
は
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

　
自
分
で
卒
業
証
書
の
紙
を
作
り
ま
し
た
。
あ

の
紙
が
卒
業
証
書
に
な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
卒
業
式
の
時
に
も
ら
う
の
が
、
と
て
も
楽

し
み
で
す
。（

佐
賀
小
学
校
　
６
年
　
舛
田
　
櫂
）

だ

ま
す

か
い

じ
ゅ

な

は
ま

だ

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。
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宮
川
　
由
美

佐
賀
保
育
所

の
び
の
び
と
遊
べ
る
子
ど
も

元
気
に
活
動
で
き
る
子
ど
も

い
き
い
き
と
表
現
で
き
る
子
ど
も

　
佐
賀
保
育
所
は
、
平
成
２２
年
４
月
に

旧
佐
賀
、
横
浜
、
伊
与
喜
、
拳
ノ
川
保

育
所
の
４
園
が
統
合
し
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
統
合
後
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

津
波
高
の
想
定
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
３０
年
４
月
に
現
伊
与
喜
地
区

に
移
転
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
７１
名
の

子
ど
も
た
ち
が
保
育
所
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
保
育
目
標
や
め
ざ
す
子
ど
も
像
に
向
け
、

・
遊
び
を
通
し
て
生
き
て
い
く
力
の
基

礎
を
育
む

・
遊
び
の
環
境
を
保
障
す
る

・
自
主
性
、
自
発
性
を
育
む

・
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
大
切
に
保
育
し
て
い
ま
す
。

◆
自
然
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

　
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
秋
に
は
栗
を
拾
っ
て
煮
て
食
べ

た
り
、
ド
ン
グ
リ
を
拾
っ
て
制
作
し
た

り
で
き
ま
し
た
。

　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
が
、
園

庭
の
す
ぐ
そ
ば
の
山
で
は
、
斜
面
を
登

っ
た
り
、
す
べ
っ
た
り
、
木
の
枝
に
つ

り
下
げ
た
タ
イ
ヤ
で
ブ
ラ
ン
コ
し
た
り

と
自
然
を
利
用
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
町
内
の
ほ
か
の
保

育
所
と
同
じ
よ
う
に
「
早
寝
早
起
き
朝

ご

は

ん

、

運
動
」
に

取
り
組
ん

で

お

り

、

ゴ
ー
ル
デ

ン
タ
イ
ム

に
は
格
好

の
遊
び
場
、

運
動
の
場

と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
畑
の
日（
菜
園
活
動
）
　
　

　
新
園
に
お
い
て
は
、
菜
園
活
動
の
で

き
る
畑
も
で
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
エ

ン
ド
ウ
な
ど
の
栽
培
、
収
穫
を
楽
し
む

こ
と
が
で

き
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。
月

に
一
度
は

全
員
が
畑

に
出
か
け
、

収
穫
し
た

り
、
草
を

引
い
た
り
、

そ
の
様
子
を
眺
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

栽
培
、
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
て
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
ク
ッ
キ
ン
グ
し
た
り
、

目
の
前
で
調
理
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
視
覚
嗅
覚
な
ど
の
五

感
を
刺
激
し
、
苦
手
な
野
菜
も
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
で
作
る
ナ
ス
の
お
好
み
焼
き
風

や
大
根
葉
の
炒
め
物
が
好
評
で
し
た
。

◆
避
難
訓
練

　
毎
月
１
回
、
地
震
や
火
災
、
風
水
害

な
ど
を
想
定
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
津
波
か
ら
避
難
す
る
た

め
に
荒
神
山
避
難
広
場
や
避
難
タ
ワ
ー

へ
の
訓
練
を
計
画
実
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
移
転
し
た
こ
と
を
機
会
に
避
難
し

た
後
の
こ
と
も
考
え
、
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ

ン
グ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
所
と
し
て（
連
携
）

　
佐
賀
中
学
校
区
保
小
中
連
携
会
議
が

あ
り
ま
す
。
１５
年
間
を
見
通
し
た
園
児
・

児
童
・
生
徒
の
育
成
を
図
る
た
め
佐
賀

地
区
の
小
・
中
学
校
と
連
携
し
活
動
し

て
い
ま
す
。「
聴
く
力
・
話
す
力
を
育

て
る
〜
あ
い
さ
つ
・
返
事
が
で
き
る
よ

う
に
〜
」
と
い
う
同
じ
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
公
開
授
業
や
公
開
保
育
、
意
見
交

換
な
ど
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
学

生
が
保
育
所
に
読
み
聞
か
せ
に
来
る
と

い
う
活
動
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
交
流
し
て
い
ま
す
。
伊
与
木
川

を
守
る
会
主
催
の
ア
ユ
の
放
流
や
戻
り

ガ
ツ
オ
祭
、
三
方
山
奉
納
相
撲
大
会
、

横
浜
解
放
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
か
し
ま
荘
と
の
交
流
（
七

夕
の
飾
り
つ
け
・
運
動
会
）
や
佐
賀
地

区
老
人
体
育
大
会
へ
の
参
加
も
し
て
い

ま
す
。
主
に
年
長
児
が
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

は
、「
ぞ
う
組
さ
ん
に
な
っ
た
ら
…
」
と

憧
れ
の
気
持
ち
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分

が
何
か
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
喜
ん
で
く

れ
る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
感

じ
取
り
、
自
分
自
身
の
成
長
へ
と
つ
な

げ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

保育所だより
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　蕁43―2836　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55―7373

　
血
液
は
、
栄
養
や
酸
素
の
運
搬
、
免

疫
な
ど
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め

に
不
可
欠
で
す
。
現
在
、
血
液
の
機
能

を
完
全
に
代
替
で
き
る
手
段
は
な
い
た

め
、
医
療
に
お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
輸
血
用
血
液

製
剤
な
ど
に
な
り
、
次
の
よ
う
な
患
者

に
使
わ
れ
ま
す
。

・
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
の
患
者

・
外
科
手
術
な
ど
に
よ
っ
て
出
血
し
て

い
る
患
者

・
慢
性
貧
血
の
改
善
が
必
要
な
患
者

・
凝
固
因
子
の
欠
乏
に
よ
り
出
血
し
や

す
く
な
っ
た
患
者
　
な
ど

　
皆
さ
ん
の
献
血
が
医
療
を
支
え
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
�お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所

　
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

　
高
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁

０
８
８
―
８
６
６
―
６
６
６
０

皆
さ
ん
の
献
血
が
医
療
を
支
え
て

い
ま
す

献血バスがやってきます
次の日程で献血バスがやってきます。

気軽にできるボランティアとして、献血にご協力をお願いします。

日　　時 時　　間 実施場所

3月25日（月）
10：00～12：30

14：00～16：30

保健福祉センター

本庁1階くろしおホール（受付）
※バスでは400ml献血のみです。

大方地域

3月 場　　　所 時　　　間内　　　容

※09：30～10：30地域子育て支援センター（大方中央保育所内）愛 育 相 談
18日（月）

10：00～11：00鞭老人憩の家鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

19日（火） 9：30～10：30大方橘川集会所大 方 橘 川 健 康 相 談

20日（水） ※09：30～12：00御坊畑集会所御坊畑ふれあいサロン

25日（月）
10：00～12：30保健福祉センター

献　　　　　　　　　血
14：00～16：30本庁1階くろしおホール（受付）

29日（金） 9：30～12：00有井川集会所有井川ふれあいサロン

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10：00～11：00灘集会所灘　健　康　相　談4日（木）

3
月
中
旬
か
ら
4
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定

で
す
。
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

3月 場　　　所 時　　　間内　　　容

※13：00～13：20総合センター乳 児 健 診27日（水）

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

中村病院 蕁34－3177

中村クリニック 蕁34－5100

宿毛市　（0880）

田村内科クリニック 蕁63－1668

筒井病院 蕁66－0013

奥谷整形外科 蕁63－1202

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

3/17（日）

21（木）

24（日）

さくらクリニック 蕁35－2555 大井田病院 蕁63－210131（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁66－22224/7（日）

森下病院 蕁34－2030 聖ヶ丘病院 蕁63－214614（日）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

大西病院 蕁22－1191
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花
粉
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
花
粉
症
は
、
花
粉
に
よ
っ
て
生
じ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
総
称
で
あ
り
、
主

に
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
ア
レ
ル
ギ
ー

性
結
膜
炎
が
生
じ
ま
す
。
花
粉
が
鼻
に

入
る
と
、
直
後
に
く
し
ゃ
み
、
鼻
汁
が

生
じ
、
少
し
遅
れ
て
か
ら
鼻
づ
ま
り
の

「
即
時
相
反
応
」
が
生
じ
ま
す
。
こ
の

と
き
の
鼻
の
粘
膜
は
、
風
邪
に
近
い
赤

い
色
の
腫
脹
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
初
め
て
花
粉
症
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
検
査
を
し
な
け
れ
ば
、
風
邪
と
間

違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
目
に
花
粉
が
入
る
と
早
く
か
ら
目
が

か
ゆ
く
な
り
、
涙
が
流
れ
、
目
が
充
血

し
て
き
ま
す
。
症
状
が
強
い
と
き
は
、

鼻
で
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
抗
原
成
分
が

鼻
か
ら
喉
へ
流
れ
、
喉
の
か
ゆ
み
、
咳

を
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
鼻
づ
ま
り
に
よ

る
頭
痛
、
鼻
や
喉
の
炎
症
反
応
に
よ
る

微
熱
、
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
に
も
悩
ま

さ
れ
ま
す
。

　
家
の
中
に
い
る
と
き
な
ど
、
花
粉
が

な
い
状
態
で
も
症
状
は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
花
粉
の
繰
り
返
し
の
吸
入
に
よ

る
鼻
づ
ま
り
の
症
状
が
主
体
で
す
。
こ

れ
を
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
「
遅
発
相
反

応
」
と
呼
び
ま
す
。

●
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
風
邪
を
見
分

け
る
に
は
？

く
し
ゃ
み
、
鼻
汁
、
鼻
づ
ま
り
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
３
大
症
状
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
風
邪
で
も
同
じ
よ

う
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

●
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
風
邪
を
見
分

け
る
ポ
イ
ン
ト

花
粉
症
の
治
療

●
早
め
に
お
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
、
困

っ
て
い
る
症
状
を
き
ち
ん
と
伝
え
よ

う
　
あ
な
た
に
１
番
合
っ
た
治
療
を
す
る

た
め
の
近
道
で
す
。

●
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
）

を
診
断
し
て
も
ら
お
う

　
自
分
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
応
じ
た
セ
ル

フ
ケ
ア
が
で
き
ま
す
。

●
治
療
は
自
己
判
断
で
途
中
で
や
め
な

い
で

症
状
が
良
く
な
っ
て
き
て
も
、
自
己

判
断
せ
ず
に
ま
ず
は
お
医
者
さ
ん
に

相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
花
粉
症
の
治
療
は
ほ
か
の
鼻
や
目
の

ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
と
基
本
的
に
は
同

じ
で
す
が
、
急
に
強
い
症
状
が
起
こ
る

こ
と
に
も
注
意
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま

す
。
治
療
法
は
対
症
療
法
と
根
治
療
法

の
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

予
防
法
と
セ
ル
フ
ケ
ア

・
花
粉
情
報
に
注
意
す
る

・
掃
除
を
心
掛
け
る

・
飛
散
の
多
い
と
き
の
外
出
を
控
え
る

・
外
出
時
に
マ
ス
ク
、
眼
鏡
を
使
う

・
帰
宅
時
は
、
衣
服
や
髪
を
よ
く
払
っ

て
か
ら
入
室
す
る
。
洗
顔
、
う
が
い

を
し
て
鼻
を
か
む

〜
マ
ス
ク
や
眼
鏡
が
有
効
で
す
〜

　
鼻
と
目
に
花
粉
が
付
着
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
防
御
器
具
が
有
効
で
す
。

着
用
に
違
和
感
の
な
い
花
粉
症
用
眼
鏡

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
眼

鏡
だ
け
で
も
、
眼
鏡
を
し
て
い
な
い
と

き
に
目
に
入
る
花
粉
量
が
半
分
以
下
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
花
粉
の
季
節
に
は
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
の
人
は
花
粉

が
レ
ン
ズ
と
結
膜
の
間
で
擦
れ
る
の
で
、

眼
鏡
に
替
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所
地
域
住
民
課
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁

５
５
―
７
３
７
３

健

知

袋

康

恵

的
確
な
花
粉
症
の
治
療
の
た
め
に

そ
く

じ

そ
う

ち

は
つ

そ
う

風邪

・１週間ほどで良くなる

・熱が出ることが多い

・咳やたん、喉の痛みがある

アレルギー性鼻炎

・症状はシーズン中または１
年中続く

・発熱はほとんどない

・目のかゆみや充血がある�

１）対症療法

・点眼薬、
点鼻薬

・内服治療

・レーザー
などによ
る手術療
法

２）根治療法

・アレルゲ
ン免疫療
法

・原因抗原
（花粉な
ど）の除
去と回避
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万
行
地
区
自
主
防
災
組
織
が
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
、
助
成
金
で
防
災
資
機
材

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
で
、
発
電
機
や
簡
易
ト

イ
レ
、
担
架
な
ど
災
害
時
に
必
要
な
防

災
資
機
材
を
購
入
し
、
さ
ら
な
る
防
災

機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

 

　
災
害
や
防
災
対
策
に
つ
い
て
一
定
の

知
識
と
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
「
地

域
の
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が

昨
年

１１
月

１７
日
（
土
）
か
ら
全
３
講
座
行

わ
れ
、
今
年
度
は

１１
名
が
全
過
程
を
修

了
し
、
地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

町
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
第
１
講
座
で
は
、
高
知
地
方
気
象
台

の
北
村
光
良
次
長
と
笠
井
将
伸
観
測
予

報
管
理
官
を
講
師
に
迎
え
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
仕
組
み
や
、
日
頃
起
こ
り
や

す
い
台
風
、
大
雨
と
い
っ
た
風
水
害
な

ど
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
講
座
は
普
通
救
命
講
習
と
し
て
、

黒
潮
消
防
署
員
よ
り
救
命
に
関
す
る
知

識
と
技
能
を
身
に
付
け
行
動
で
き
る
よ

う
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
講
座
で
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
被
災
し
た
経
験
を
持
つ
北

淡
震
災
記
念
公
園
の
米
山
正
幸
総
支
配

人
に
、
被
災
し
た
直
後
の
災
害
活
動
や
、

日
頃
の
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
な

ど
、
今
後
の
備
え
に
つ
い
て
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
技
講
習
と
し

て
、
日
本
防
災
士
会
高
知
支
部
の
土
居

清
彦
さ
ん
か
ら
、
搬
送
方
法
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
、
身
の
回
り
に
あ
る
物
の
利
用

法
な
ど
実
践
的
な
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
人
ひ

と
り
の
備
え
が
大
き
な
効
果
を
生
み
、

備
え
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
同
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ

た
方
も
次
の
機
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
152

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁

4
3
―

2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁

5
5
―

3
1
1
3

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
資
機
材
を
整
備

地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　　　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　　　 税務課 住民税係　　　　　　　　蕁43－2816

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～国保の加入届出について～
　75歳年齢到達により、被用者保険（協会けんぽ、共済保険など）から後期

高齢者医療制度に移行することにより、その扶養家族である被扶養者の方が

新たに国民健康保険に加入する場合の手続きについて

●75歳に年齢到達した方や、65歳以上74歳以下の方で一定の障がいにより後期高齢者医療

広域連合から認定を受けた方（＊1）は後期高齢者医療制度に加入することとなり、現在加

入している国民健康保険や、被用者保険（協会けんぽ、共済保険など）の被保険者・被扶養

者の資格は喪失します。

　（＊1）障がい認定の申請を撤回することによって、後期高齢者医療制度に加入せず国民健康

　　　  保険または被用者保険に加入することもできます。

●被保険者が資格喪失したことにともない、75歳未満の扶養されている方も被扶養者の資格

を喪失するため、新たに国民健康保険に加入することになります。（ほかの被用者保険の被

保険者や、被扶養者に加入する場合は除きます。）

　国民健康保険に加入する場合は、本庁または佐賀支所の担当窓口で手続きをする必要があ

ります。

　以下の必要書類をそろえて、14日以内に手続きを行ってください。

必要書類

①�被用者保険の資格喪失日がわかるもの

②�印かん

③�マイナンバーのわかるもの

　被保険者が後期高齢者医療制度に加入することにともない、国民健康保険

に新たに加入することとなった被扶養者のうち、65歳以上75歳未満の保

険税については、申請により軽減が受けられます。

●国民健康保険に加入した場合の国保税については、申請をすることで軽減が受けられます。

軽減の詳しい内容は国保税担当までお問い合わせ下さい。

●国保税は、国保に加入した日から月割りで賦課され、翌月からの納付となります。

このほかにも不明な点などがありましたら、お気軽に下記までお問い合わせください。

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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平成30年度の介護保険料に納め忘れはありませんか？納期限内にお納めください。

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

高齢者虐待について

介護保険広報シリーズ 155

イガ ド介護保険介護保険介護保険

　高齢者の介護をひとりで、または家族だけで頑張り過ぎていませんか。介護者の多くは、相

手の行動に対する戸惑いや今後の不安を感じながら、日々介護に取り組んでいます。そのため

心にゆとりがなくなると、高齢者自身の気持ちを思いやることが難しくなり、虐待につながっ

てしまうことがあります。介護者が地元の住民と上手につながり、地域全体で高齢者を見守る

ことが大切です。

　体や心を傷つけることはもちろん、介護をしないことも虐待になります。

◆ 防ごう 高齢者虐待

■ そもそも、どんなことが虐待になるの？

　虐待者の多くは虐待をしているという自覚はなく、介護方法や認知症への知識不足などが原

因で、介護しているつもりが虐待につながっていることが多くあります。特に、介護が長期化

している場合は、介護者がひとりで悩みを抱え込まないように、周りの配慮が必要です。

　また、認知症高齢者は、虐待を受けていてもあまり自覚できず、自ら助けを求めることがで

きません。介護者や周囲の人が、認知症を正しく理解することが大切です。

■ 虐待の背景にはこんな要因が・・・

　「高齢者虐待の防止・高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」では、虐待を受けたと

思われる高齢者を発見した場合、速やかに通報することが義務づけられています。

 また、通報を受理した側（職員）にも、通報者や届出者を特定する情報についての守秘義務が

課せられています。

  日頃の見守り・気づき・助け合いで、虐待の起こらない地域づくりを目指しましょう。

■ 高齢者虐待防止の取組をみんなで理解しましょう

介護の悩みや何か気になることがあれば…

〈相談窓口〉黒潮町地域包括支援センター　蕁43－2240

種　　類 内　　　　　　　　　　　　容

身体的虐待
暴力などによって、体に傷やあざ、痛みを与えること。他者と交流させないこと。
体を拘束したり、ベッドに縛りつけたりすること。リハビリを強要すること。

心理的虐待
威圧的な言葉や態度で接する、無視する（団らんから外す）、嫌がらせをするなど、
精神的な苦痛を与えること。

介護の放棄
食事や水分を与えない、入浴をさせない、病院への受診や介護サービスの利用を
させないなど、生活環境や心身状態を悪化させること。

経済的虐待 日常生活で必要な金銭を渡さない、本人の預貯金や年金などを使い込むこと。

性 的 虐 待 本人を辱める性的な行為や、わいせつな行為を強要すること。
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「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
の
再
交
付
申
請
が
で
き
ま
す

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

幡
多
中
央
斎
場
は
４
月
１
日
か
ら

建
物
内
禁
煙
に
な
り
ま
す

黒
潮
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
お
客

様
自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に
確
認

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

２４
時
間
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金
情
報

の
確
認
や
通
知
書
の
再
交
付
申
請
が
で

き
ま
す
。

①
通
知
書
の
再
発
行
申
請
が
で
き
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
す
る
通
知

書
を
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
画
面
上

か
ら
再
交
付
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
年
金
事
務
所
の
窓
口
に
来
所
や
電

話
で
依
頼
す
る
こ
と
な
く
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
か
ら

２４
時
間
い
つ
で
も
通
知

書
再
交
付
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
※
再
交
付
し
た
通
知
書
は
、
年
金

機
構
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送

し
ま
す
。
）

再
交
付
で
き
る
通
知
書

・
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

・
年
金
振
込
通
知
書

・
年
金
額
改
正
通
知
書

・
支
給
額
変
更
通
知
書

②
通
知
書
の
内
容
が
確
認
で
き
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
す
る
年
金

振
込
通
知
書
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
通

知
書
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
再
交
付
の
申
請
を
し
な
く

て
も
通
知
書
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
の
保

存
・
印
刷
が
で
き
、
年
金
額
な
ど
の
内

容
の
確
認
が
可
能
で
す
。

確
認
が
で
き
る
通
知
書

・
年
金
振
込
通
知
書

・
年
金
支
払
通
知
書

・
年
金
額
改
定
通
知
書

・
年
金
決
定
通
知
書

・
支
給
額
変
更
通
知
書

・
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

　
電
子
版
「
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

収
票
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
は
確
定
申
告
の
添

付
書
類
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―

１
６
１
６

　
幡
多
中
央
斎
場
で
は
、
健
康
増
進
の

観
点
か
ら
「
受
動
喫
煙
」
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
４
月
１
日
か
ら
斎
場

建
物
内
を
全
面
禁
煙
と
し
ま
す
。

　
来
館
し
た
喫
煙
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
屋
外
に
設
け
た
指
定

場
所
で
喫
煙
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―

２
８
１
６

　
幡
多
中
央
環
境
施
設
組
合

蕁
３
３
―

１
５
０
４

　
黒
潮
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
長

年
に
わ
た
る
活
動
が

認
め
ら
れ
、
高
知
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
県
民
の
食
生
活
の
改

善
、
栄
養
指
導
、
調
理
技
術
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
方
の
労
苦
に
報

い
る
と
と
も
に
、
地
区
組
織
に
お
い
て

は
、
他
の
模
範
と
し
、
栄
養
行
政
の
一

層
の
推
進
に
資
す
る
た
め
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
１
月

１１

日
（
金
）
に

高
知
市
で

行
わ
れ
た

表
彰
式
で

は
、
県
内

の
栄
養
関

係
功
労
者

（
個
人
７
名
、

団
体
３
組

織
）
が
出

席
し
、
黒
潮
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
か
ら
は
代
表
で
饌
田
会
長
が
表
彰
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

受賞者（下段　右から３番目が黒潮町食生活改

善推進協議会　饌田会長）

ひとりで悩んでいませんか？

職場での妊娠・出産等に関するハラスメントや

セクシュアルハラスメントに！

ご相談・お問い合わせは、

高知労働局雇用環境・均等室

（蕁088－885－6041）まで。

あなたが妊娠したから、私たちが残業しなく

てはならなくなったと同僚から仲間はずれ

にされ仕事が手につかない。

セクシュアルハラスメントを受けて不快な

思いをし、仕事に集中できない。　など
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
「
第

２６
回
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大

会
」の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
大
会
は
、
町
内
外
か
ら
毎
年
多
く

の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
ス
イ
ム
で
は
鹿

島
ヶ
浦
を
眺
め
な
が
ら
、
ラ
ン
で
は
塩

屋
の
浜
沿
い
を
走
る
た
め
、
晴
れ
た
日

に
は
綺
麗
な
砂
浜
が
望
め
ま
す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
・
ビ
ギ
ナ
ー
・
一
般
の
個

人
や
リ
レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ギ
ナ
ー
リ
レ
ー
は
、
２
人
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
ス
イ
ム
２
０
０
ｍ
と
ラ
ン

４
㎞
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
選
手
が
行
い
、

総
合
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
で
す
。
コ
ー

ス
は
ビ
ギ
ナ
ー
・
個
人
の
部
と
同
じ
た

め
参
加
し
や
す
く
、
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
初

心
者
で
も
気
軽
に
挑
戦
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
曲
を
リ
ク
エ
ス

ト
し
て
お
く
と
、
そ
の
曲
が
レ
ー
ス
中

に
流
れ
る
と
い
っ
た
演
出
も
あ
り
ま
す
。

　
レ
ー
ス
前
夜
の
「
ふ
れ
あ
い
カ
ツ
オ

パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、
大
会
参
加
者
同

士
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
魅
力
の
詰
ま
っ
た
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
。

夏
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
本
大
会
へ
、
多

く
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
黒
潮
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　http://w
w

w
.tow

n.kuroshio.lg.jp/

◆
開
催
日
　
７
月
７
日（
日
）

◆
申
込
　
　
５
月

１５
日（
水
）ま
で

◆
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
お
よ
び
誓

約
書
を
郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
事
務
局

　
本
庁 

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

蕁

４
３
―

０
０
４
４

〒
７
８
９
―

１
９
９
２

高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
５
８
９
３
番
地

 igotsum
an@

tow
n.kuroshio.lg.jp

蕭

４
３
―
１
１
４
４

ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
参
加
者
募
集
中

統一地方選挙のお知らせ ～捨てません　希望を託す　この票を～

○お問い合わせ　選挙管理委員会　蕁43－2825

投票時間　 午前7時～午後6時

　　　　　（一部の投票所は午後４時まで） 

▼期間　 3月30日（土）～4月6日（土）

▼場所・時間

・本庁　１階くろしおホール
　午前8時30分～午後8時
・佐賀支所　１階町民室　
　午前8時30分～午後6時

4月7日（日）は

高知県議会議員選挙
　　　　   の投票日です

期日前投票

投票時間　 午前7時～午後6時

　　　　　（一部の投票所は午後４時まで） 

▼期間　 4月17日（水）～4月20日（土）

▼場所・時間

・本庁　１階くろしおホール
　午前8時30分～午後8時
・佐賀支所　１階町民室　
　午前8時30分～午後6時

4月21日（日）は

黒潮町議会議員選挙
　　　　   の投票日です

期日前投票

仕事や旅行、レジャーなどで当日投票できない方は、「期日前投票」ができます。
期日前投票期間中には、町内全域から期日前投票所までの無料送迎バスを運行します。
詳しくは全戸配布のチラシをご覧ください。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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平成30年度黒潮町戦没者追悼式送迎バス運行予定表 平成31年3月23日（土）

※上記以外に、馬荷・田ノ口方面、もしくは奥湊川方面へも送迎しますので、お申し込みください。

市野瀬　発

�発車時刻乗降場所

8時48分市野瀬バス停

8時50分佐賀橘川バス停

8時53分拳ノ川（お宮）

8時57分荷稲（お宮）

9時00分小黒ノ川バス停

9時03分不破原バス停

9時05分市野々川橋（国道沿い）

9時07分伊與喜バス停

9時09分熊井バス停

9時11分藤縄バス停

9時13分上分

9時18分白濱バス停

�発車時刻↓

ふるさと総合センター（9時40分頃到着）

鈴　発

発車時刻乗降場所

8時45分鈴市場前

9時05分旧熊野浦集会所

9時15分
幡多信用金庫
佐賀支店前

9時17分横浜バス停

↓

出口　発

発車時刻乗降場所

9時00分出口

9時10分田野浦漁協

9時20分下田の口

9時25分芝バス停

9時30分本村バス停

↓

灘　発

発車時刻乗降場所

9時00分灘バス停

9時10分伊田バス停

9時12分伊田

9時15分有井川バス停

9時20分上川口郵便局

9時25分浮津バス停

9時28分鞭バス停

9時30分小川バス停

9時33分早咲バス停

9時35分JA大方前

↓�
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○お問い合わせ　国土交通省 中村河川国道事務所 工務第二課　蕁34－7301（代表）

一般国道56号 大方改良（黒潮町入野）が

平成31年3月24日（日曜日）に全線開通します

工事期間中は、ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。

開通前イベントの内容が決まりましたら、HPなどでお知らせします。

○防災拠点として黒潮町が

整備した新庁舎などと相

まって、南海トラフ地震

時の地域住民の避難や被

災後の迅速な救援・復旧

活動など、黒潮町の目指

す「犠牲者ゼロ」の取組

を支援します。

歩行者、自転車利用者の安全・安心が向上します

地震時の避難、被災後の救援・復旧活動を支援します

■ 現国道56号で発生した重大事故の当事者割合

至 四万十市

黒潮町役場

黒潮大方IC

西大方駅
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至
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市
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至
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知
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町道町道

佐賀大方道路佐賀大方道路
黒潮大方IC黒潮大方IC

災害対策本部
（黒潮町役場）

防災広場

土佐くろしお鉄道

土佐入野駅

※この地図は、国土交通省国土政策局「国土数値情報」を基に編集・加工したものです。

道の駅

ビオスおおがた
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一般国道56号 大方改良

延長 2.6km

56

56

56

337

338

42

（平成11年～平成28年）

資料）交通事故総合分析センターデータ（平成11年－平成28年）
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

3

4

日

1～3

04～10

11～17

18～24

25～31

1～7

08～14

15～21

22～28

29～30

水 道 給 水 工 事 指 定 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

大 西 設 備

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

31－3277

43－1546

43－2061

44－1117

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

浮鞭2083－2

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設 ※

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

道倉水道工務店※

電話番号

事務所 自　宅

43－2024

55－7371

55－2133

55－2121

55－3141

43－2096

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174

拳ノ川1781

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

浮鞭3558－8

　こんにちは。産業推進室でふるさと納税を担当（3年目）しています、地域おこ

し協力隊の森元です。

　黒潮町のふるさと納税は、2018年度も順調に推移し、多くのご寄附を全国の

皆さんからいただいており、黒潮町のファンが着実に増えていることを実感して

おります。

　ふるさと納税という制度を通じて、全国の多くの方々に、黒潮町の四季折々の旬の産品やこ

だわりの逸品と、その生産者の方々をご紹介することができたと思っております。大変有意義

な業務に携わることができた3年間でした。ここで得た知識や技術は、黒潮町で定住するにあ

たって、大いに活用させていただこうと思っております。

　末筆ではありますが、このような機会を与えていただきましたこと、黒潮町の皆さんに心よ

りお礼申し上げます。任期も残すところあとわずかではありますが、最後まで精一杯業務に励

んでまいりますので、町の皆さんも「黒潮町のふるさと納税」のPRを、何卒よろしくお願いい

たします。

黒潮町ふるさと納税　お礼の品の一例

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（ふるさと納税担当）

森元　秀典

※㈱土居建設と道倉水道工務店は3月末までです。
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黒潮町ケーブルテレビ

3月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

黒潮町議会・高知県議会を生中継！黒潮町議会・高知県議会を生中継！

◆黒潮町議会中継

平成31年　黒潮町議会3月定例会　　　�          

・3月8日（金）　開会・会期の決定 など�           

・3月11日（月）　質疑�             

・3月15日（金）・3月18日（月）・3月19日（火）　

　一般質問　　　�    

・3月19日（火）　委員長報告（質疑・討論・採決）閉会�       

※会期及び放送日程は変更となる場合があります。

◆高知県議会中継

・3月1日（金）　質疑並びに一般質問�          

・3月4日（月）～3月7日（木）

　質疑並びに一般質問（一問一答）�     

・3月19日（火）　委員長報告・採決・閉会�          

※会期及び放送日程は変更となる場合があります。

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

　

ＩＷＫTV番組 07：00　10：00　12：00

15：00　18：00　20：00

Kochi on TV! 14：00　20：00

片さんのFish!おふ 23：00　

幡多サイクル紀行 8：35　11：35　13：35　16：35　19：35　22：35

月間アニマルズ 8：45　11：45　13：45　16：45　19：45　22：45

サイエンスチャンネル 6：45　23：45

高齢者寺子屋 6：00

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

※総合計同点の場合は、カウントバック方式とする。

※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 佐田幸一 26 30 25 26 51 107

準優勝 松田　哲 24 28 27 27 54 106

3位 小野みね 23 29 26 32 58 110

4位 西地　裕 26 29 28 24 52 107

5位 尾崎良二 25 27 25 30 55 107

6位 峰岸広美 25 30 27 27 54 109

7位 井上梅香 26 27 29 31 60 113

8位 茶畑すみ子 29 28 30 27 57 114

9位 澳本　修 28 29 28 26 54 111

10位 植野初男 27 27

小計

56

52

52

55

52

55

53

57

57

54 27 31 58 112

HC 総計

－4

1

103

6 106

－4 106

107

107

4 109

－4 109

－4 110

111

6 112

ベストスコア：Ａコース　23点 ― 小野みね

　　　　　　　Ｂコース　23点 ― 筒井康夫

ホールインワン：Ａコース　2 松田哲、8 植野忠美

ホールインワン：Ｂコース　3 筒井康夫、西網清子

土佐西南パークゴルフ協会　いのPG×黒潮ＰＧ交流大会

日時：2月17日（日）　午前9時30分

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
材料（4人分）

〔作り方〕

①米を炊く。

②卵に塩を少々加えて混ぜ、油をひいたフライパンで炒り卵に

する。

③②にかちり、ゆで大豆をくわえてさらに炒め、砂糖、うすく

ちしょうゆ、みりんで味を調える。

④炊き上がったご飯に、③を入れてよく混ぜ合わせる。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

大豆とじゃこのかみかみご飯

　給食での登場回数は年に1回あるかないか、あまり多くはあり

ませんが、大豆の歯ごたえにかちりの塩味、卵のやさしい風味が

あいまって、かくれたファンも多いメニューです。大豆とかちり、

卵はそれぞれ異なるたんぱく質となるので、一緒にとることでよ

り体に必要な栄養素をとりこむことができます。

米� 1と1/2合
ゆで大豆� 60g
かちり� 20g
　卵� 1個
　塩� 少々
サラダ油� 適量
砂糖� 大さじ1（9g）
うすくちしょうゆ� 小さじ1（6g）
みりん� 少々
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月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2019（平成31）年3・4月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。 青字＝町外で開催される行事

8：003月9（土）・10（日） 四万十・足摺無限大チャレンジライド 宿毛市総合運動公園（スタート） 観光係� 蕁43－2113

8：3011（月） 東京2020オリンピック・パラリンピックフラッグツアー 本庁1階くろしおホール 生涯学習係� 蕁43－0044

10：0022（金） 高知ファイティングドッグス スプリングトレーニング 大方球場 観光係� 蕁43－2113

12：3023（土） 高知ファイティングドッグス スプリングトレーニング 交流戦vs愛知大学 同　上 同　上

12：3024（日） 高知ファイティングドッグス スプリングトレーニング 交流戦vs岡山吉備国際大学 同　上 同　上

11：00
31（日）

4月14（日）

黒潮一番館ビリビリ祭 カツオふれあいセンター黒潮一番館 黒潮一番館� 蕁55－3680

8：00春のウォーキング2019（申込3月20日まで） 波介山展望公園（土佐市） 生涯学習係� 蕁43－0044

9：00幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
場
所
　
佐
賀
保
育
所
「
ど
う
ぞ
の
へ
や
」

　
　
　
　
蕁

５
５
―

２
１
１
７

（
悪
天
候
の
日
は
お
で
か
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

・
１４
日
（
木
）
お
わ
か
れ
会

・
２０
日
（
水
）
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

・
２５
日
（
月
）
誕
生
日
会

・
２８
日
（
木
）
お
外
で
遊
ぼ
う

　
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
場
所
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
１２
回
「
子
育
て
講
座
」

　
７
日
（
木
）

　
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時

　
内
容
　
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ヨ
ガ
」

　
講
師
 

松
田
裕
佳
さ
ん

　
　
　
　
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
場
所
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁

４
３
―

０
５
１
２

3
月
の
予
定

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

日 土月 火 水 木 金

1 22 3 4 1 1
午前 日 こどもの日外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

3 94 5 6 7 8
午前 日 土外来診療 時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生）

10 1611 12 13 14 15
午前 建国記念日 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（池田先生） 外来診療 外来診療（矢野先生）

231817 19 20 21 22
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）

文化の日

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

302524

31
26 27 28 29

午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

外来診療（池田先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

成人の日

建国記念日

春分の日

振替休日

憲法記念日 みどりの日

31

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

外来診療（澤田先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～午後5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　3月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

・当診療所は予約制です。あらかじめ電話連絡をお願いします。当日の予約受付もできます。    
・医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、ご了承ください。�     
・月曜日のみ診療時間が午後0時30分～午後2時（受付は午後1時50分まで）となっています。
・月曜日以外は、高知医療センター内科医師が診療しています。
・特定健診（個別）を随時受付しています。まだ特定健診を受けられてない方は、ぜひご利用ください。

は げ やま
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3月

日 月 火 水 木 金 土

21 1 1 2

3

1

4 5 6 7

3

8 9

1

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 21 22 23
24
31 25 26

20

4月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
文
学
館
は
午
前
９
時
３０
分
開
館

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
文
学
館
は
午
前
９
時
開
館

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
午
後
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

大
方
図
書
館 

蕁

４
３
―
２
１
１
０

佐
賀
図
書
館 
蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しく入った本紹介

●帰去来　　　　　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌／著

●神の島のこどもたち　　　　　　　　　　　中脇　初枝／著

●平成くん、さようなら　　　　　　　　　　古市　憲寿／著

●女性のための「検査」がわかる本　　　　小橋　隆一郎／著

●悲願花　　　　　　　　　　　　　　　　　下村　敦史／著

●女警　　　　　　　　　　　　　　　　　古野　まほろ／著

●５０過ぎたら、お金は賢く、心はぜいたく　　沖　幸子／著

●ぶぅぶぅママ　　　　　　　　　　　　　　小路　智子／作

●こぐまのアーリーとあかいぼうし　　　　　わだ　あい／作

●中学生のためのスイーツの教科書�おかやま山陽高校製菓科／編

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

27 28 29 30

に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
展

第
１９
回

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/akatsuki

※3月22日（金）は21日の振替休日

　3月29日（金）は館内整理日

第２９回文学館企画展 期間　3月31日まで

　 （場所 上林暁文学館）

主
催
　
黒
潮
町
立
図
書
館

場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間
　
２
月
１０
日
（
日
）
〜
３
月
１０
日
（
日
）

「
秋
水
と
暁
の
ふ
る
さ
と
を
歩
く
」

文
学
散
歩

主
催
　
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校

場
所
　
四
万
十
市
・
黒
潮
町

日
時
　
３
月
９
日
（
土
）
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

上
林
暁
文
学
碑
除
幕
式
＆
特
別
文
学
講
座

文
学
の
道
づ
く
り

主
催
　
上
林
暁
顕
彰
会

場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

日
時
　
３
月
１０
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

講
師
　
大
熊
伊
禰
子
（
上
林
暁
の
長
女
）

2019（平成31）年1月31日現在

出　生 5人（男2人・女3人）

世　帯　数 5,508世帯

女 5,879人

男 5,371人

人　　　口 11,250人（前月比2人減）

転　入 27人（男19人・女8人）

その他 0人
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発
行

／
黒

潮
町

役
場

〒
789－1992 高

知
県

幡
多

郡
黒

潮
町

入
野

5
8
9
3
番

地
T

E
L

 0
8
8
0

－4
3

－2
1
1
1（

代
表

） F
A
X

 0
8
8
0

－4
3

－2
7
8
8

〈
2
0
1
9
（

平
成

3
1
）年

3
月
1
日

発
行

  印
刷

／（
有

）
宿

毛
印

刷
〉

広報
く
ろ
し
お

月
号

N
o
.1
5
6

3

増
　
加

死　亡 16人（男6人・女10人）

転　出 14人（男5人・女9人）

その他 4人（女4人）

減
　
少

わ
が
ま
ち
デ
ー
タ

2019年2月13日インスタグラム掲載
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